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目的 
現在、血液透析は週 3 回・4 時間が主流である。この 1 回あたりの時間を短縮する透析治療方法として短時間頻

回透析が知られている。本研究では短時間頻回低透析液流量透析（Shorttime, high frequency, low dialysate 
flowdialysis,SHLD）の尿素除去に関する有効性の検証を目的とした。 
 
対象及び方法 
対象症例は 2 名で症例 1 は原疾患糖尿病性腎症、透析歴 2.1 年の女性であり、症例 2 は原疾患慢性糸球体腎炎、

透析歴 18.0 年の男性である。12 週間の SHLD とその前一週間、後二週間の通常透析(Standard dialysis,SD)を
行い比較検討した。SHLD は、週 5 回、2.4 時間、QD＝300ml/min、SD は週 3 回、4 時間、QD＝500ml/min
とした。 
 
結果及び考察 
症例 1 の SD 施行時の TAC-BUN は 34.9±1.9mg/dl、SHLD 施行時は 33.5±4.6mg/dl、症例 2 の SD 施行時の

TAC-BUN は 36.6±4.9mg/dl、SHLD 施行時は 37.7±2.7mg/dl であった。両症例とも、SHLD、SD 間に TAC-BUN
に大きな差違は見られなかった。 


